
開始時間 終了時間 場所

7:30 8：00 南マラソンゲート前

8:00 8：30 競技場正面玄関前

8:00 第3集会室

8:45 9：15 第１集会室

競技時間 種　　　　目 招集開始時間 招集完了時間 招集場所

　9：30 開始式 にぎわい広場内

10：00 　女子駅伝の部 9：30 9：45

10：45 　男子・混合駅伝の部 10：15 10：30

11：30 　女子　個人タイムトライアル（全学年一斉スタート） 11：00 11：15

11：45 　男子　個人タイムトライアル（全学年一斉スタート） 11：15 11：30

12：30 　表彰式・閉会式 にぎわい広場内

②コースは会場図に示すとおりで行う。

⑬記録計測はICタグを使用した計測を行う。秒未満の端数は繰り上げとする。
　　例：5:03.05→5:04、5:13.33→5:14

⑤個人タイムトライアルは選手毎に招集を行う。

⑥駅伝のアスリートビブスは、競技用服装の胸部と背部にしっかりと付けること。（区間別に注意）

⑦アスリートビブスは、あらゆる部分について、切ったり、折り込んだり、曲げたりせず　そのままの大きさで付けること。

●競技規則

⑧タイムトライアルのスタートは最前列に６年生、２列目に５年生、最後列に４年生が内側よりプログラム記載順に並ぶこと。

⑫使用するシューズについて
　　・出場前に必ず使用予定シューズのソール厚を確認すること。
　　・厚底シューズやカーボンプレート内臓モデルは、メーカー公式数値で４０mmを超えるものは使用不可とする。
　　・招集所において、審判が目視確認を行い、疑義のある靴については計測器具で確認する。
　　・招集所で使用不可のシューズを履いていた場合、招集時間内に使用可能なシューズに変えた場合は、出場可能とする。使用
　　　可能なシューズが無い場合は、その選手が所属しているチームはオープン扱いとする（出場は出来るが公式記録とはならない）
　　・出走後違反が確認された場合は、当該選手が所属するチームは失格とする。

●その他

②競技開始後のコース内でのウォーミングアップは禁止する。

③横断幕、のぼりを持って沿道で応援することは禁止する。

④ベンチでの横断幕、のぼりは固定して設置することとし、ベンチ以外の場所での設置は禁止する。

⑤自分たちで出したゴミは、全て持ち帰ること。

⑥競技中に起きた事故については、主催者にて応急処置をするが以降に関してはクラブで責任をもって対応すること。

①２０２５年度日本陸上競技連盟規則ならびに本大会規程に準ずる。

③選手が定められた走路から離れた場合は棄権とみなし、その競技は続けられない｡ また自転車や人による伴走・飲食等の供与、その他
の援助は一切受けてはならない。援助が認められた場合は失格とする。

④医師・審判員から競技中止を命じられた場合は、審判長の指示に従い、次区間走者から競技を再開することができる。
　この場合そのチーム全体の成績は認められないが、事故があった区間以外の区間記録は認められる。

⑤｢たすき｣は、肩から脇下に斜めにかけて走るものとする。アスリートビブス及び「たすき」（ICタグ付き）は主催者側で準備する。

●選手注意事項
①選手は、競技役員の指示に従って決められたコースを走ること。

⑥各中継所の｢たすき｣の受け渡しは、中継所からその前方に引かれたゾーン内において確実に手から手に受け渡すこと。

⑦駅伝の部のスタート位置は昨年の順位の1位から10位（令和7年度のシードは男子はプログラムNO1～9、女子はプログラムNO61〜69）
までをシードで整列する。男子はプログラムNO10以降、女子はプログラムNO70以降は監督会議にて抽選にて決定し、男女とも走行方向
左側より１､２、３・・・１５とし、１６以降は２列目以降に順番に並ぶこと。

④駅伝の招集はチーム全員そろって行うこととし、計測チップ入りタスキ及びアスリートビブス（主催者用意）の確認を受けること。

第20回 彩の国小学生陸上クラブ駅伝競走大会

● 大会スケジュール ●

選 手 受 付  (選手変更・オーダー提出)

監 督 会 議

● 競技タイムテーブル ●

①7時30分からコース設営を行うので、各クラブ１名お手伝いをお願いします。個人TTレース終了後に撤収の手伝いもお願いします。

コース設営

②招集場所及び選手待機場所は南マラソンゲート内とし、招集完了後は選手待機場所で待機すること。

③招集を受ける場合は、必ず競技者係にアスリートビブスを付けた競技服装を提示すること。（上着等の着用可）

南マラソンゲート内

監督・競技者　注意事項

⑨駅伝の補欠はチーム毎に登録するが、同一クラブ内のどのチームでも交代可能とする。（例：Aチームの補欠をCチームに補充可能）補
欠は欠場する選手の区間に交代として補充する。また、あらかじめ駅伝区間に登録された選手の区間変更、チーム間の変更は認めな
い。区間変更を行った場合は失格とする。

⑪駅伝チームが成立しなかった場合（4人未満のチーム）は、タイムトライアルに振り替えて出場せず、オープン参加のチームとして駅伝
レースに出場する（例：3人のチームの場合は１～３区まで走った時点で終了）か、棄権とする。区間賞の対象とはしない。

⑩補欠全員を補充しても駅伝チームが成立しない場合は、タイムトライアルに登録した選手を駅伝チームに補充することができる。ただし、
この場合のチームはオープン参加とする（タイムのみ計測するが順位の対象としない）

　競 技 役 員 打 ち 合 わ せ
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